
ホーム 循環型社会ってなんだろう？

 

 

■最終処分場（さいしゅうしょぶんじょう）残り年数 

 

(クリックで大きくなります)

 

循環型社会（じゅんかんがたしゃかい）とは、ゴミ

をへらし、限りある資源をくりかえし利用する社会

です。これまで日本では、再利用できるもので

も、捨（す）てられた物はゴミとして処分（しょぶ

ん）してきました。その結果、ゴミを捨てる場所と

して確保（かくほ）していたところも満杯（まんぱ

い）となりつつあり、新たに捨てられる場所を確

保することもむずかしくなってしまいました。再利

用できないゴミを埋（う）め立てる最終処分場（さ

いしゅうしょぶんじょう）がいっぱいになるまでの

残り年数は、一般廃棄物（はいきいぶつ）で15.6

年※、産業廃棄物で7.5年※しかありません。私た

ちはゴミを出しつづけたこの社会を、ゴミを出さな

い社会へと、変える時期にきています。 

※平成18年度末時点 出典：環境省 平成21年度版 環境

白書・循環型社会白書・生物多様性白書 

 

 

循環型社会（じゅんかんがたしゃかい）を実現（じ

つげん）するために、世界で3R（スリーアール）と

いう活動が進められています。3Rとは、

「Reduce：リデュース〔ゴミをへらす〕」「Reuse：リ

ユース〔くりかえし使う〕」「Recycle：リサイクル〔資

源として再生利用する〕」の頭文字をとった言葉

です。地球環境を美しく保ち、限りある資源を大



 

循環型社会（じゅんかんがたしゃかい）を実現（じつげん）していくために、日本ではリサイ

クルに関するさまざまな法律がつくられ、身のまわりのいろいろな物が3Rの対象（たいし

ょう）となっています。また、経済産業省（けいざいさんぎょうしょう）や環境省（かんきょう

しょう）などが中心となって、ゴミをへらしてリサイクルを進める地域（ちいき）を支援（しえ

ん）するエコタウン事業（じぎょう）や、レアメタルと呼ばれる世界で採（と）れる量が少ない

貴重（きちょう）な金属を携帯電話（けいたいでんわ）やデジタルカメラなどから回収（かい

しゅう）する事業などが行われています。 

不要になった物をゴミと考えず、資源と考え、できる限り再利用するしくみや考え方を、私

たちの社会全体に定着（ていちゃく）させていくことが重要（じゅうよう）です。  

■リサイクル関連の法律 
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■その他のリサイクル関連事業 
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切に守っていくためにも、この3Rに取り組むこと

が、一般家庭においても、企業（きぎょう）におい

ても求められています。 

(クリックで大きくなります)
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